
〔Daily 日本史〕～古代の女帝～ 
 

【問】 2003年 慶應義塾大学  法 

 

 次の文章を読み，文中の空欄 (1) ～ (13) に入る最も適切な語句を以下の語群より選び，その番

号をマークしなさい。 

 

 

 ７世紀の日本には四代の女帝が在位した。最初の女帝は， (1) が三国から迎えた継体天皇の子であ

る欽明天皇と蘇我稲目の娘である (2) の間に生まれた。この女帝の時代には，朝鮮半島から仏教文化

が移入され，開花した。斑鳩の法隆寺， (3) の四天王寺など多くの寺が建立された。立派な仏像も造

られ， (4) の孫にあたる鞍作鳥の手による法隆寺金堂の釈迦三尊像は北魏様式の金銅像である。この

寺には有名な玉虫厨子があり，また代表的な工芸品として (5) には天寿国繍帳がある。 

 

 

 この女帝の長期在位によって目ぼしい皇位継承資格者は先立ち，女帝の遺詔がいまひとつ明らかでな

かったことも手伝って，大夫らは蘇我蝦夷を中心に鳩首協議に明け暮れた。その結果，聖徳太子の息子，

山背大兄王をおさえて (6) が即位した。しかし，この天皇も崩御すると皇位継承をめぐる争いを回避

するため，再び女帝が立てられた。 

 

 

 今度の女帝の場合も，山背大兄王，古人大兄王，中大兄皇子ら有力な後継者が並び立ったが，政変を

機に (7) の孫にあたる軽皇子に史上初の生前譲位を行った。孝徳天皇の下で新政権は中臣鎌足や大陸

から帰国した知識人らの支持を得て順調な滑り出しをみせたが，やがて都を (8) に遷した頃から天皇

と皇太子との間に対立の芽がふき，天皇の崩御により，先帝が重祚して再び女帝の誕生となった。この

女帝の時代には大規模な土木事業が敢行されたほか，阿倍比羅夫が前天皇の時代に築かれた (9) の淳

足柵などを拠点に，さらなる蝦夷の平定を進めた。まもなく，朝鮮半島情勢が緊迫化し，百済から救援

を求められた朝廷は大軍を派遣して唐と新羅の連合軍と戦ったが，大敗を喫した。 

 

 

 女帝は戦いの最中，九州の地で崩御した。六年余に及ぶ称制の後，天智天皇の即位に先立ち都は近江

大津宮に移されたが，再び皇位継承をめぐる対立から古代最大の内乱へと事態は発展していった。乱に

勝利し，飛鳥浄御原宮に即位した天皇がなくなると，やはり一時期待をつないだわが子 (10) が夭折

したため，皇后による三年余の称制を経て， (11) が即位して再び女帝の誕生となった。この女帝の

時代にも再び仏教文化が隆盛となり， (12) の東院堂聖観音菩薩像や，治承年間に (13) の兵火や

応永年間に雷火など度重なる被災にあった興福寺の仏頭など，すぐれた作品を生んだ。 

 

 

 

 



 

〔語群〕 

 

01．飛鳥寺 02．穴穂部皇子 03．有間皇子 04．和 泉 

 

05．厩戸皇子 06．越 後 07．越 前 08．越 中 

 

09．小姉君 10．大 津 11．大津皇子 12．近 江 

 

13．押坂彦人大兄皇子 14．大伴東人 15．大伴金村 

 

16．大伴古麻呂 17．首皇子 18．炊屋姫 19．春日大娘 

 

20．河 内 21．川原寺 22．堅塩媛 23．草壁皇子 

 

24．鞍作賢貴 25．鞍作多須奈 26．鞍作徳志 27．鞍作福利 

 

28．元正天皇 29．元明天皇 30．孝徳天皇 31．興福寺 

 

32．広隆寺 33．持統天皇 34．司馬達等 35．舒明天皇 

 

36．推古天皇 37．崇峻天皇 38．摂 津 39．大官大寺 

 

40．平維衡 41．平重衡 42．平将門 43．高市皇子 

 

44．中宮寺 45．出 羽 46．刀自古郎女 47．難 波 

 

48．播 磨 49．敏達天皇 50．藤原純友 51．古人大兄皇子 

 

52．法興寺 53．陸 奥 54．物部尾輿 55．物部守屋 

 

56．薬師寺 57．山 城 58．大 和 59．弓削皇子 

 

60．用明天皇 

 

 
 

 

 

 

 



 

【解答】  

 

(1) 15 (2) 22   (3) 38  (4) 34     (5) 44 

 

(6) 35          (7) 13  (8) 47         (9) 06  

 

(10) 23         (11) 33 (12) 56     (13) 41 


